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研究成果の概要（和文）：英語学習において、教材の難易度が学習者の熟達度レベル、興味、ニーズと合致していない
場合、学習効果及び効率は大きく低下するが、現状では、教材を選定する際、教員がそれまでの経験に依拠して各学習
者に割り当てるようなケースが多く、学習者の潜在的な学習能力や教材のもたらし得る効果が最大限には引き出されな
いケースが多く見られる。本研究では、この問題に対する解決策の一つとして、学習者の熟達度レベルやニーズを正確
に診断し、我々の開発してきた約20種の英語リスニング教材のうち、各人に最適な教材を選定するシステムを開発する
ことで、当該教材を使用した英語学習の効果及び効率を高めることに成功した。

研究成果の概要（英文）：　　When studying English, if the difficulty level of the educational materials 
is not suitable, or if the student does not have interest in or feel the need for such materials, the 
effectiveness and efficiency of learning will decrease. However, the current situation is that while 
educators will rely on their own experiences when assigning educational materials to students, the 
students themselves will often make selections based solely on their own interests and needs.
　　For this study - as a means of providing one possible solution to this problem - by developing a 
system that can enable the selection of the most optimal English listening educational materials for each 
student, through an accurate diagnosis of the student's proficiency levels and needs, we have succeeded 
in maximizing the effectiveness and efficiency of English study using these corresponding educational 
materials.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、大学での英語教育の目的として

English for Specific Purposes や English for 
Academic Purposes が掲げられ、企業での業務
や学術研究において正確かつ円滑なコミュ
ニケーションを図れる英語力が強く要求さ
れている一方、平均的な大学生の現状の英語
力は、そのレベルから大きく乖離しているこ
とが指摘されている。教育機関での英語関連
の授業時間は限られていることから、自習時
間を有効活用させる方策を立てると同時に、
教室内外において効率的な学習が行える環
境を提供しない限り、目標とされるレベルに
到達させることは不可能に近いと言える。 
本申請の研究代表者及び研究分担者は、こ

の問題を解決するため、英語聴解力養成のた
めの教材の開発に 15 年以上携わってきてお
り、多様な熟達度レベル（大学生上級から初
級、リメディアル教育用）、トピック、ジャ
ンルの自律学習用の e ラーニング教材が 20
種完成している（表１参照）。これらの教材
は、竹蓋（1997）が学習心理学、認知心理学、
教育工学等の知見を踏まえて構築した「三ラ
ウンド・システムの指導理論」（3R）に基づ
いて、科学研究費補助金や現代 GP などの助
成を受けて開発してきたものであり、全国の
大学、短期大学、高等学校、中学校などの教
育機関で、授業や自律学習用の教材として使
用されている。また、3R の e ラーニング教材
は特定のテスト対策を意識した教材ではな
く、オーセンティックな素材を使用して、実
用となる英語力の養成を目指して教材化さ
れているにも関わらず、学習結果の表れの一
部として、外部テストの得点が大きく上昇す
ることが繰り返し報告されている。一例を挙
げると、竹蓋・与那覇（2008）では 3R の教
材を使用した実験群が統制群との比較で 10
倍以上 TOEIC のスコアを上昇させる教育実
践の事例が繰り返し報告されており、指導法
及び教材の信頼性は高いと考える。 
 

表１ 既存の 3R 教材 

 
 
ところが、3R の e ラーニング教材を使用し

ている全国 26 大学、延べ 11,681 名の学習者
に対する調査で、我々が開発してきた 20 種

の教材が効果的に使用されない事例も少な
くないことがわかった（Takefuta, Takefuta & 
Yonaha, 2008）。その原因を分析したところ、
教材選定において、教員がそれまでの経験に
依拠して学習者の熟達度レベルなどを推定
し教材を割り当てるか、学習者自身が自らの
興味やニーズを基準に選ぶことが多かった
ことが最大の原因であることが明らかとな
った。 
学習者にとって使用する教材が様々な観

点から不適合である場合、適合している場合
と比較して学習効果や効率が低下すること
はこれまでにも多くの研究者が指摘してい
るが、学習者の英語熟達度レベルの測定や、
教材自体の難易度の正確な判定が困難であ
り、その結果として学習者の潜在的な学習能
力や教材のもたらし得る効果が最大限には
引き出されないケースが多く見られるのが
現状である。たとえば、竹蓋・水光（2005）
は、教材に対する興味の有無は、英語リスニ
ング力の向上及び継続学習意欲に大きな影
響を及ぼす、という研究結果を報告している。
また土肥他（2001）は、1,426 名の学生に事
前テストとして受験させた TOEIC スコアを
考慮し、6 種類の 3R の教材から教員が割り当
て、約 4 か月間学習させたところ、教材の難
易度が合致していた学習者は TOEIC で平均
100 点上昇したのに対して、教材が易しすぎ
たり、難しすぎたりした場合、上昇量は約半
分であった、と報告している。 
 これらの研究からも、学習教材の選定にあ
たっては、学習者の興味や外部テストの得点
だけを拠り所とした判断では不十分であり、
各学習者に最適な教材が選定されるシステ
ムの開発が喫緊の課題であることは明白で
あった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、学習者個人の興味、ニーズ、

そして熟達度レベルに合致した英語教材が
選定されるシステムを開発することを目的
とする。そして、開発されたシステムで選定
された教材を学習者に提供することにより、
学習意欲を持続させると同時に、学習効率を
上げることを目指す。 
 
３．研究の方法 
 初年度は、テスティングに関する先行研究
の情報を収集、分析、整理した。それと並行
して、研究代表者が本研究開始前に開発して
いた最適教材選定システムのプロトタイ
プ・システムを研究代表者及び研究分担者の
所属する大学の学生に試用させ、そのデータ
を詳細に分析し、改善点をまとめた。 

続いて、教材データベースのサンプルとな
る既存の英語聴解力養成用教材 20 種（教材
一種につき、約 30 時間の学習を要するボリ
ューム）で使用されている素材の難易度につ
いて、音声、語彙を含むテキスト等の面から
分析すると共に、テーマやジャンルを基準に



教材のカテゴリー分けを行った（図１参照）。
学習者は約 20 項目で構成されるアンケート
でニーズや興味等について尋ねられ、その回
答結果によって絞られた教材群が最適教材
の候補としてまずは選定されることになる。 
 

 
 
図１ 難易度とテーマ別に分類された 

3R 教材 
 
本システムは、教材、テスト、アンケート

等のデータベースは順次充実させていくた
め、下記のように柔軟なシステム設計が施さ
れている。 

 
(1) 最適教材選定システムの構成 

本システムは、学習者の興味、ニーズ、英
語熟達度などを問う質問項目から成るアン
ケート調査と英語力を診断するテストで構
成されている。まずアンケートの質問項目へ
の回答結果によって絞られた教材群が最適
教材の候補として選定される。さらに、アン
ケートに引き続いて受験するリスニング力
診断テスト（１）、（２）と語彙力診断テスト
への回答内容を分析し、最終的に各学習者に
適した教材が選定される。一連の回答作業に
は約 30 分を要し、回答終了直後に結果が提
示される仕組みとなっている。 
本システムの動作環境は、クライアント側

は OS は Microsoft Windows 7, 8, 8.1, 10、ブラ
ウザは Internet Explorer 9, 10, 11、Chrome であ
り、サーバ側は Linux CentOS 6、 Apache 2.4、 
PHP 5.4 である。サーバのデータベースには
各受験者の回答内容及び診断結果がすべて
蓄積されるため、本システムの管理者権限を
持つ教師は、それらのデータを随時確認する
ことができる。 

 
(2) 診断テストの作成 
 既存の英語リスニング力養成用教材 20 種
（一つの教材につき、約 30 時間の学習を要
するボリューム）を５種類のジャンル（一般
的なアカデミックイングリッシュ、理工系の
アカデミックイングリッシュ、英語圏の日常
生活、英語基礎、時事英語）に分類し、さら
に難易度を基準として６つのレベル（レベル
０～５）に分類した。 
 教材で使用されている音声データとスク
リプトをもとに、全 20 種の教材それぞれに
ついて、リスニング力診断テスト（１）で使

用する内容理解度確認テストの設問を 50 問
（高難度の設問 25 問と低難度の設問 25 問）、
リスニング力診断テスト（２）で使用するク
ローズテストタイプの設問を４問、語彙力診
断テストで使用する設問を 30 問（単語 15 問、
フレーズ 15 問）作成し、アイテムバンクに
蓄積した。 
 
(3) 診断のフロー 
 本システムで各学習者に適した教材が選
定されるまでの診断の流れを説明する。まず
学習者自身の興味やニーズ、英語力を問うア
ンケートが提示され、これらの質問項目への
回答結果により、ジャンルおよび難易度レベ
ルがひとまず選定される。続いて、アイテム
バンクに蓄積されてある、選定された教材の
問題セットから、リスニング力診断テスト
（１）が８問出題される。このうち４～６問
正解した場合、その教材で確定し、リスニン
グ力診断テスト（２）へ進む。また原則とし
て、正解が２問以下の場合は同ジャンルの中
の難易度を１つ下げた教材からさらに８問
出題され、正解が６問以上だった場合は同ジ
ャンルの中の難易度を１つ上げた教材から
８問出題する。教材選定条件が揃ったところ
でリスニング力診断テスト（２）に進む。こ
のようなプロセスを踏むため、この形式のテ
ストで出題される設問数は最低で８問、最高
24 問となる。また、各設問の音声再生回数は
１回のみという制限を設けているが、回答時
間には制限を設けていない。 
 リスニング力診断テスト（２）では、リス
ニング力診断テスト（１）で選定された教材
の問題セットの中から２問のクローズテス
トタイプの穴埋め問題が出題される。ここで
は、２問とも正答率 100％の場合のみ、１つ
上のレベルの教材が選定される。 
 最後に、語彙力診断テストでは、選定され
た教材で使用されている語彙 10 語（単語と
フレーズを各 5 種）について、「単語または
フレーズの発音を聞いて、その意味が想起で
きるか」を問う形式で出題される。この回答
が終わると画面に最終的な診断結果が提示
される。 
 
４．研究成果 
 本研究代表者及び研究分担者が所属する
大学において日本人英語学習者 111 名が本シ
ステムを試用した。これらの参加者の TOEIC
平均スコアは 417.3（SD=93.9）であった。試
用の結果、システムにログインしてから診断
結果が出るまでの時間は平均 30.5 分だった
が、回答時間に制限は設けられていないため
バラつきが大きく、短い者で 10 分、長い者
だと約 50 分を要した。 
 
(1) 診断レベルと TOEIC スコアの関係 

まず、システムにより診断された英語力レ
ベルと TOEIC スコアの関係を観察した。その
結果、TOEIC のトータルスコア及びリスニン



グセクションスコアの双方とも、診断された
レベルとの間に高い相関関係があることが
判明した（図２、３参照）。 

 
(2) 質問紙調査の結果 

主に本システムの妥当性と実用性につい
て検証するため、参加者には本システムの試
用後に質問紙に回答することが要請された。
質問紙は、5 件法（5：とてもそう思う、1：
全くそう思わない）と自由筆記で構成されて
おり、5 件法による質問項目への回答を分析
した結果、「推奨された教材で学習したいか」
という質問に対して平均 4.0、「診断にかかっ
た時間は適切だと思う」という設問にも平均
4.0 であり、システムの構成や診断にかかる
時間については概ね高く評価されているこ
とが分かった。 

 

 
図２ TOEIC トータルスコアと診断レベ

ルの関係 
 

 
図３ TOEIC リスニングスコアと診断レ

ベルの関係 
 
一方、システムの改善を要する点としては、

主に次の２点が挙げられる。まず、本システ
ムの仕様を検討した際、3R 教材の継続学習者

の存在が見落とされてしまっていたため、既
習の3R教材が最適教材として選定されたり、
既習の教材よりも低いレベルのものが選定
されたりするケースがあることが明らかと
なった。この点に対処するためには、システ
ムの構造について検討し直す必要がある。次
に、診断が終了するまでの時間は 10 分から
50 分と受験者間の差が大きかったのだが、シ
ステムを利用していた時間の長さと「診断に
かかった時間は適切だと思う」という問いに
対する回答との間に相関関係は見られなか
った。つまり、長くかかった者ほど「診断時
間は不適切」と感じているわけではなかった
のである。それどころか、「診断にかかった
時間は適切だと思う」という項目に否定的に
回答した者が、「設問数が少なすぎるのでは
ないか」と、診断テストとしての信頼性を疑
問視する内容を質問紙に記述している例が
２件あった。この受験者は、いずれも平均時
間よりも短時間で診断テストを終えていた。
これらのことから、診断テストの信頼性、実
用性ともにさらに向上させる方策について
今後検討していく必要があるだろう。 

開発されたシステムを試用した結果、改善
していくべき点もあるものの、従来の教材選
定作業との比較で、１）診断に加味される条
件が、レベルだけでなく興味やニーズにも対
応していること、２）診断結果を得るまでの
時間が大幅に短縮されたこと、３）診断を受
ける場所が自由になったこと、そして、４）
教材選定のための診断時間が約４分の１に
なったこと、という理由により、参加者のシ
ステムに対する印象は好意的であることが
わかった。特に、「画一的に与えられた教材
ではなく、このシステムで選定された教材を
是非やってみたい」と強く動機づけられた学
生が多数見受けられたことから、本研究の目
的は達成されたと判断した。 

本システムの試用者の中には、試用時期の
前後に TOEIC や TOEFL 等の外部テストを受
験している者がいることから、今後、特にそ
れらのリスニングセクションのスコアを参
照しつつ、制作したアイテムバンクの設問内
容や難易度を精査すると共に、教材選定条件
の再検討などを行う予定である。さらに、本
システムで推奨された教材が当該学習者に
とって最適なものであったかを判断するた
め、中長期的に追跡調査を行うことで、診断
の精度をより向上させ、全体として妥当性及
び信頼性の高いシステムに発展させていき
たい。 
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